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祝　米寿者を訪問� 9 月 6 日

　高齢者保健福祉月間の 9 月、今年米寿を迎えられた
方々の中から各地域代表の方のお宅を市長が訪問し、記
念品を贈り米寿をお祝いしました。
　髙見市長は、登峠
靜子さん（榛原萩原）
に、「健康で、いつま
でもお元気にお過ご
しください」とお祝
いの言葉をかけまし
た。
　今年度（9 月 1 日
現在）市内では 225
人の方が米寿を迎え
られました。

室生小アマゴの放流� 8 月 26 日

　全国豊かな海づくり大会の基本理念「山は川を育み、
川は海を育む～山・川・海の自然の恵みを未来に～」を
継承して、奈良県が室生漁業協同組合と連携し、室生小
学校の児童 19 人がアマゴの稚魚 30㎏を室生川に放流
しました。
　子どもたちは、アマゴに「元気に育ってね」と声をか
けていました。

▲榛原中学校▲大宇陀中学校 ▲菟田野中学校

全国中学校総合体育大会
出場報告会� 8 月 16 日

　陸上やバレーボール等で奈良県代表として、全国大会
へ出場する中学生 18 人が、市役所に来庁し髙見市長、
上田市議会議長、福田教育長に出場報告と大会に対する
決意表明を行いました。
　大宇陀中の陸上部は 8 月 18 日から開催された全日本
陸上競技選手権大会に出場されましたが、残念ながら予
選敗退となりました。菟田野中のバレーボール部は 8 月
21 日から開催された全日本バレーボール選手権大会に
出場され、見事第 3 位。榛原中のソフトテニス部は全国
中学校ソフトテニス大会に出場され 1 回戦敗退のベスト
64 でした。
　全国大会は、各選手にとって良い経験になりました。
　出場選手は次のとおりです。

【出場選手】（敬称略・順不同）
　陸上部：砲丸投げ　三田樹梨香（大宇陀中 3）
　バレーボール部 ( 男子）：菟田野中
　ソフトテニス部 ( 男子）：矢谷龍生（榛原中 3）
　　　　　　　　　　　　 橋本光希（榛原中 2）
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▲左から中西未有さん、森岡志帆さん、森井真愛さんおはなし会やその他のお知らせは P27

　秋、本番のこの季節。秋と言えば、
食欲、いやスポーツ、いやいや、図書
館からですので、灯火親しむ読書の秋。
小説や実用書ばかりでなく、時には童
話や絵本の世界を楽しんでみるのもい
いものですよ。今、大人の絵本が密か
なブームになっているそうです。幼かっ
た頃を思い出しながら、改めて、今の
自分が同じ絵本を眼にしたとき、どう
感じるか？自分の生き方を見直すきっ
かけになるかもしれませんね。
　普段触れることの少ない絵本や童話
も楽しんでみてください。
　図書館では、11 月に大人のおはなし
会を企画しています、一緒に絵本やお
はなしの世界を感じてください。ブラッ
クライト！？も用意して、皆さんのご
参加をお待ちしています。

夜の工場百景   
ドローン空撮写真集

写真：小林 哲朗
出版：一迅社 講談社 ( 発売 )

　むき出しのダイナミックさ。定点では
捉えられない、圧倒的なスケール。地上
150m から見えるのは、不可侵の視界だっ
た。ドローンで空撮した工場夜景を、キー
ワード別に収録する。 （中央図書館所蔵）

行ったり来たり大通り  

作：五味 太郎
出版：絵本館

　バスを待っている人、銀行を探している
人、花壇の手入れをする人…。いろんな人
たちのたくさんのエピソードが、大通りを
舞台に描かれ…。ページをめくって、行っ
たり来たりしながら楽しむ絵本。見返しに
奥付あり。　　　　　（中央図書館所蔵） 

榛生昇陽高校　福祉科
近畿介護コンテストで初優勝！

　8 月 3 日

　京都府立八幡高校で行われた、第 6 回介護技術コンテスト
近畿支部大会において、榛生昇陽高校福祉科 3 年のチームが
見事、最優秀賞を受賞されました。
　このコンテストは、福祉を学ぶ高校生の介護技術力を高め
るとともに、様々な介護の場面において、適切・安全に支援
できる能力と態度を育成することを目的に行われます。
　受賞された 3 人は、10 月 20 日から山口県で開催される第
7 回全国高校生介護技術コンテストに近畿代表として出場され
ます。

消防操法大会　出場� 8 月 18 日

　天理教北大路乗降場において「第 27 回奈良県消防操法大会」
が開催され、宇陀市消防団大宇陀分団が、市消防団の代表と
して小型ポンプ操法の部に出場されました。
　この大会は、消防団員の操作技術向上と士気の高揚を目的
として開催されるもので、火災消火を想定した基本操作の速
さ、正確性および規律の正しさなどが競われました。
　選手は、5 月から週 2 回の厳しい訓練を重ね、大会では素
晴らしい集中力とチームワークで練習の成果を存分に発揮さ
れました。この訓練を通じて、技術の向上はもとより分団の
結束力が高まったと思い
ます。

【選手】（敬称略）
　　指揮者　森田至親
　　１番員　斎藤雄登
　　２番員　細田裕之
　　３番員　馬場康人
　　補充員　平田克行
　　補助員　口西崇文・田中好彰・内田達也
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